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ための SECA ART AWARDの受賞作家の展覧会もこの美術館で毎年行われている。SECA














































































































年創立のサンフランシスコ美術大学（The San Francisco Art Institute 略 SFAI），１９０７年
創立のカリフォルニア美術大学（California College of the Arts 略 CCA），そして１９２９年創
立のアートアカデミー大学（The Academy of Art University 略AAU）（写真１２）であるが，
このうち SFAI と CCAを訪問した。いずれも，これまですぐれた人材を輩出し，この地域の
アートコミュニティーの中核として貢献してきた。








































ガンギャラリーKent and Vicki Mogan Galleries）が二つあり，専属のキューレターがいる。
その他，別棟ではあるが学生が運営する小さいギャラリースペースが３つあり，展覧会の運営
から作品発表まで実践を通して学べる環境にある。
全部で２０あるコースのすべてが同じ校舎にパーテーションで区切られた状態であるため，他
学科の学生との交流が日常的に出来るようになっている（写真２１）。また，工房や講義室があ
る学内にも，あらゆるところに展示場があり，授業作品などを公開して，随時作品についての
講評会などが行われている。（写真２２・２３）
この学校の最大の特徴は，設置コースの多さと多彩なカリキュラムといえるが，他大学と同
様に現役美術作家の講義がたくさんあり，実践的な授業が行われている（写真２４）。
（写真１９）CCACの正面 （写真２０）CCAC内にあるギャラリー
（写真２１）CCAC内の各コースをつなぐ空間 （写真２２）CCAC内の絵画コー スの制作スペース
７９
Ⅳ．ま と め
クリエイティブシティ（Creative City）構想に基づく都市計画や文化施策は，今や世界的
な潮流となりつつあるが，その原因と拠り所となったのは，リチャード・フロリダ（Richard
FLORIDA）の著書に示される分析であろう。クリエーティブクラス（Creative Class）とい
う人材，知識労働者層が，「創造性」や「創造力」を発揮し，経済発展や社会の質的向上の原
動力となり中心的役割を担うという主張は，アート分野に関わる人間に，期待と希望を抱かせ
てくれるが，その内実が夢物語ではないことは，フロリダの分析を読めば明らかになる。アー
トに限って言えば，アメリカは，新しい表現を生み出す力とそれを育てる環境，アートマーケッ
ト，アート関連ビジネスの経済規模の大きさに象徴されるように，アートに関わる人間にとっ
ては，依然として，あこがれの地である。とくに，サンフランシスコは，フロリダをはじめと
する多くの研究者が，クリエイティブ度を計る指数で，常に上位にある都市として評価してい
る。ただし，サンフランシスコの高評価は政治，政策主導による結果がもたらしたわけではな
い。アメリカの場合，大きな文化的な変化が起こるケースでもほとんどが民間主導である。た
とえば，１９８０年代，９０年代の都市文化の急激な変化の起因の一つに，アーティストのライフス
タイルが一般建築のデザインに取り入れられた事にある。制作のために大きなオープンスペー
スが必要な作家達は，郊外の倉庫，空きビルの中にスタジオを設け，効率の良い生活空間を確
保するためにその中にロフトを立ち上げた。このスタイルが建築に取り入れられて，ニューヨー
クを始めとするアメリカの大都市で価値のなかった多くの空きビルがロフトとして再開発され
て，スタイリッシュな居住空間として大量に売り出された。種々問題もあるが，その結果，都
市部に人口が移り，生活に付随するビジネスが生まれ，生活の質の向上，地域開発の原動力と
なったのは確かな事実である。このような都市部における居住環境にたいする意識の高まりと
同時に，生活に付随する，食も，単に食べる事から，健康意識，美意識が配慮され，デザイン
される様になった。バークレーのシェパニーズ（注２）に見られるような，地産地消型の食文化の
形成が広まって行った。（写真２５・２６）サンフランシスコではライフスタイルの意識の高まり
（写真２３）CCAC内の学生用ギャラリー （写真２４）CCAC内のファッションコー スの展示風景
８０ 林：アートと社会の有機的な関係をつくる要因についての一考察
が建築デザイン，食文化，さらにアートにも影響を及ぼし一般市民，様々な企業によるローカ
ルアートの需要が急激に大きくなった。
サンフランシスコ，ベイエリアのアートとアート関連状況は，その創造者，仲介者，需要者
がそれぞれの能力と発展段階で，入り口，居場所を持ちさらに次のレベルに昇って行ける社会
構造，経済構造が文化的エネルギーを生み出す基盤として築かれ整えられている。この基盤の
上に３者が双方向に影響し合い，その結果，非常に高い文化生産力を持って活況を呈している
（写真２７）。
最後に，今後の本研究の考察と次稿への架け橋として，注視点を整理して終わることにする。
まず現代アートの需要としてNPOギャラリーが地域作家の作品を扱い，単独で年間１億～３
億円の売り上げが可能なサンフランシスコのアートマーケットの規模や性質を知ることは今後
の展開にとって重要な指針となるであろう。そしてアートに関わる職業の種類と自立性につい
て，美術館・ギャラリー活動に付随するアートワールドの職業の現状はどうなっているのかを
日米で比較し検討する。今回現地を調査して，美術館の役割として地域を把握しその独自性を
模索，確立し，教育と学習機関として優れたプログラム，企画を多々地域に提供し，地域住民
市民との相互理解を促し展示企画や組織にも民間組織との連携と活発な活動が行われている事
に強い印象を受けた。またギャラリーは，作品
の展示，売買，作家の育成，出版，現代芸術の
普及など複合的な機能も果たしている。日本の
ギャラリー，美術館にもアートを活用した地域
の生活の質の向上を含めた，幅の広い貢献が求
められている。
また教育機関の役割と使命として，北海道の
独自性を前面に打ち出す美術教育がなされるべ
きであり，大学等の高等教育における美術教育
の出発点という意味では，幼児・児童期の美術
（写真２５）サンフランシスコ市内にあるオーガニックスーパー （写真２６）オーガニックスーパーの内部（注３）
（写真２７）プレシディオ公園内にある現代ア トー作品（注４）
８１
教育の充実も必要であろう。美術についての教育や学びを求め，道内はもとより道外からも北
海道の大学に美術を志す人々を引きつける魅力的で斬新な教育内容と教育方法を試み確立する
こと。それが結果的に北海道における美術の発展を促し，貢献する人材の育成ともなる。また
教員をはじめとする美術関係者が積極的に社会と美術をつなぐ役割を担い実行することが，将
来，美術を志す人々にとって，社会で生きていくための道筋と分野を新たに開拓し，ひいては
実質的な支援となるであろう。
そして現代アートに対する一般市民の意識変革と理解を得るために，アートに限らない他分
野の作家同士のコラボレーションや，メディアとの連携，市民との日常的な接点としてのイン
ターフェース作り，などが考えられる。さらに，作品の流通と作家への報酬システムの変革と
社会の多様なセクターでの地元発の芸術，文化を活用，享受する仕組み作りが重要である事が
サンフランシスコでの調査から解ってきた。最後に，作家が表現の文脈の中で質の高い作品を
生み出すことは必須条件であり、現代アートが社会，経済的にも力を持つ動きとなる要因でも
ある。本研究の研究員が作家としても，各々の制作や表現を研鑽し，高いレヴェルの成果を，
コミュニティーや社会に問うこともその一環として強く求められている。
（本研究は，北翔大学北方圏学術情報センタープロジェクト研究の助成を受けて行われた。）
（注１）視覚芸術家，札幌アーチストギャラリーディレクター，ポルト・プロジェクト研究員
（注２）Chez Panisse １９７１年開店のオーガニックレストラン
（注３）「レインボー」という名称のオーガニックスーパーで，すべての商品が有機農法や無
農薬で作られた食品や日用品である。品揃えも豊富である。
（注４）アンディー・ゴールズワージーの作品。病気で伐採された公園内の樹木を再利用した。
周辺には幼木が植樹されて林の再生を行なっている。このようにサンフランシスコで
は公共とアートが密接な連携プレーを達成し，双方にメリットをもたらしている。
８２ 林：アートと社会の有機的な関係をつくる要因についての一考察
